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今後も、一層の高齢化の進行が見込まれる中、高齢者が生きがいを持って満ち足りた人生を送るためには、
身近な地域での居場所や役割、友人・仲間とのつながりを持つこと、デジタルデバイド解消に向けた支援等
が重要となってくると考えられる。
また、高齢者が、様々な就業や社会活動への参加の機会が得られるよう、環境整備を図るとともに、生涯
にわたる健康づくりを推進していくことが重要である。

５　まとめ

（トピックス1）デジタルを活用し高齢者と地域のつながりを生み出している事例
富山県朝日町は（株）博報堂と連携して、地域における高齢者の移動の課題を解決するため、住民の
普段のマイカー移動の際に、自由に移動しづらい近所の高齢者を乗せる乗合サービス「ノッカル」の取組
を令和 3 年 10月から本格実施している。利用者向けの予約システム、ドライバー向け運行管理システムを
活用し、高齢者の移動支援が行われるとともに、世代を超えた交流も生まれている。

（トピックス2）高齢者雇用の推進の取組事例
（株）ノジマは社会に貢献する経営を目指し、高齢者の雇用機会の創出のため、平成 25 年 4月に定年
を60 歳から65 歳へ引き上げ、令和 2 年 7月に定年後の再雇用年齢の年齢上限を80 歳に引き上げた。
再雇用された高齢者が同世代の客層の根強い支持を得るとともに、若い従業員の良き相談役となっている。

（トピックス3）社会活動への参加促進の取組事例
大阪市鶴見区において、定年退職後の高齢者の地域での居場所づくりや社会活動への参加が課題と

なっており、それを促すため、平成 30 年４月、野菜を栽培し地域のこども食堂等に無償で提供する「鶴見
区シニアボランティアアグリ」が立ち上げられた。参加者は、収穫の達成感や地域貢献を通じた充実感を
味わうとともに、子供からの感謝の声が高齢者のモチベーションとなっている。

（トピックス4）誰もが健やかに暮らせる地域づくりの取組事例
奈良県川上村では、誰もが健やかに暮らせる村づくりを目指して、平成 29年 4月より移動販売の機会に「コ

ミュニティナース」が同行し、地域の診療所等と連携して早期診察や早期治療指導につなげる取組を開始
している。健康体操を継続的に行うなどの取組により、低い介護保険料を実現した。


